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【学位論文審査の要旨】 
１ 研究の目的 
 
 渓流に生息するカワトンボ類は分散能力が低いため，開発によって生息地が破壊される
ことによって，彼らの分布域は急速に狭められている．こうしたカワトンボ類を保護する
ためには，彼らの分類・系統・分布・生活史などの基礎的情報が必要であるが，ベトナム
での渓流性カワトンボ類の調査はほとんど行われていない．本研究では，渓流に生息する
Euphaeidaeと Devadattidaeの２科について，形態，分子系統，体サイズと翅や交尾器のア
ロメトリー解析に基づいた分類学的再検討を行うとともに，ベトナムでの分布地図を作成
し，今後の保全の一助とする． 
 
２ 研究の方法と結果 
 
 Euphaeidae科は中東からアジアにかけて分布する．幼虫には，腹部の各節に側鰓があり，
中央および左右の尾鰓はいずれも袋状となる．Euphaeidae科としてベトナムから 21種が認
められ，そのうちの 1 種は新たに Euphaea saola として新種記載された．また 5 種
（Anisopleura yunnanensis, Bayadera continentalis, B. hyalina, B. nephelopennis, 
Euphaea pahyapi）はベトナムからの新記録となる．この仲間はメスを発見することが難し
く，これまでメスが未記載のままであった 3種（Anisopleura bipugio, Bayadera serrata, 
Euphaea hirta）について，新たにメスの記載を行い，種の区別点を明らかにした．さらに
中国から記載されている Bayadera strigataを B. hyalinaのシノニムとした．16S rRNAの
塩基配列に基づく分子系統解析によって，Euphaeidae 科の各属は原則として単系統群であ
ることが示された．オスの交尾器については，属ごとによく似た形状を示したが，体サイ
ズとのアロメトリー解析の結果，交尾器の大きさは体サイズと相関しないことが多く，オ
スの交尾器の大きさはメスの生殖器の平均的な大きさに収束する傾向があると推測された．
これはオスどうしの縄張り争いや，メスの配偶者選択に関連すると考えられる翅の模様の
大きさが体サイズと正のアロメトリー関係にあるのと対照的であった． 
 Devadattidae 科は Devadatta 属のみからなり，中国南部から，インドシナ半島，フィリ
ピン，ボルネオ島，スマトラ島に分布する．中型のカワトンボ類で，体色は黒く，胸部と
腹部にわずかに模様がつく．翅の基部は柄状になり，翅の先端には黒斑がある．ベトナム
には，D. kompieri, D. ducatrix, D. cyanocephala の 3 種が生息するが，このうちの D. 
kompieriとラオス産の D. yokoiiを新種として記載した．分子系統解析によると，Devadatta
属は３つの種群に区別でき，オスの交尾器の形態的特徴はそれぞれによく対応した形態を
有していた． 
 ベトナムはインドシナ半島の東部に位置し，南北に細長い．そのため，北部と南部で気
候が大きく違い，また 2000 m を超える複数の山塊が中部から南部にかけて存在するため，
 
 
南北での種分化，南北での生息種の違いが顕著に認められた．現在の環境破壊を考えると，
渓流性のこれらのカワトンボ類を保護するためには，局所的な分布パターンをもつ種（と
くにベトナム南部に限定される種）から重点的に対処して行かなくてはならない．現在の
保護区の管理を強化するとともに，保護区を広げて行く必要がある． 
 
３ 審査の結果 
 
 本研究は，ベトナムにおいてこれまで断片的な知見しかなかった Euphaeidae 科と
Devadattidae 科について，ベトナム各地で野外調査を精力的に行い，そうした網羅的な調
査から分類学的再整理を行った優れた研究である．形態分類だけでなく，分子系統解析や
アロメトリー解析も取り入れ，総合的に種の区別を行っている点も注目される．ラオス産
も含めると，２科で合わせて３種の新種の記載を行い，５種をベトナムから初めて記録し
ている．Devadattidae 科については国際的な学術雑誌にすでに１報（英文）出版されてお
り，さらに Euphaeidae 科についての１報（英文）も国際的な学術雑誌に投稿予定である．
これらの論文は，今後，ベトナムの渓流性カワトンボ類の基礎的研究として高い評価を得
ると考えられる．よって，博士（理学）の学位に十分値するものと判定した． 
 
４ 最終試験の結果 
 
 本学の学位規定にしたがって，試験および試問を行った．公開の席上で論文発表を行い，
生命科学専攻教員による質疑応答をもって試験にあてた．また，論文審査委員が本論文お
よび関連分野について試問を行った．その結果，専門科目および外国語について十分な学
力があることを認め，合格と判定した． 
 
 
